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サービス事業の実績 【令和４年度】

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

訪
問
型

予防訪問事業 1,250 1,254 1,237 1,288 1,229 1,242 1,213 1,228 1,214 1,228 1,174 1,178

生活援助訪問事業 145 141 146 147 149 151 154 155 153 156 152 155

活動移動支援事業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

通院等移動支援事業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

通
所
型

予防通所事業 1,262 1,634 1,481 1,502 1,459 1,400 1,428 1,442 1,441 1,439 1,437 1,439

教室型通所事業 4 ０ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

そ
の
他

リハ職訪問通所指導事業 4 2 6 7 6 5 5 4 6 6 4 3

リハ職行為評価事業 4 3 9 12 6 7 5 3 7 9 6 9

栄養士派遣指導事業 3 1 0 0 2 3 3 3 4 3 4 4

介護予防ケアマネジメント 1,499 1,356 1,540 1,495 1,476 1,444 1,464 1,473 1,450 1,416 1,400 1,412

サービス事業

（件数）
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サービス事業の実績
平成
30年度

令和
元年度

令和
２年度

令和
３年度

令和
４年度

訪
問
型

予防訪問事業 19,004 17,650 16,037 15,691 14,735

生活援助訪問事業 1,360 1,723 1,753 1,842 1,804

活動移動支援事業 0 0 0 0 0

通院等移動支援事業 9 5 0 0 0

通
所
型

予防通所事業 19,621 18,592 15,800 16,696 17,364

教室型通所事業 71 59 19 25 4

そ
の
他

リハ職訪問通所指導事業 92 68 42 64 58

リハ職行為評価事業 127 88 74 83 80

栄養士派遣指導事業 48 87 34 42 30

介護予防ケアマネジメント 22,678 20,913 18,363 17,921 17,425

サービス事業

（件数）
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 要支援高齢者等の心身機能、住環境の特徴を評価分析し、掃
除行為などを生活活動の運動として実施できるよう、リハビリテー
ション専門職や看護師、訪問介護員や福祉用具専門相談員等
の専門職がチームで訪問指導を行う事業として創設するため試行
的に検証事業の実施（実績：27件）

生活まるごと応援事業（試行的実施）

サービス事業

4

平成27年度に介護予防訪問介護のサービス内容の分析を行った結果、「掃除」の支援が
61％であったため、掃除行為に着目した事業として試行的に実施（平成30年度4件、令
和元年度3件）
在宅生活において課題となるのは掃除行為だけに限らないことから、地域ケア会議における
地域課題を踏まえて、令和2年度から在宅生活全体を支援する内容に見直しを行った。
（令和２年度27件、令和３年度91件）



生活支援員養成研修の実施

サービス事業

5

開催年月 修了者数

令 和 ４ 年 ６ 月
※藤阪校区開催

22人

令 和 ４ 年 ６ 月 10人

令 和 4 年 9 月 ５人

令和４年 1 1 月 ７人

令 和 ５ 年 ３ 月 ８人

【生活支援員養成研修修了者数】

平成28年度：299人

平成29年度：219人

平成30年度：144人

令和元年度 ：110人

令和２年度 ： 19人

令和３年度 ： 58人

令和４年度 ： 52人 合計：901人



 一人ひとりの自立支援を考え、サービスのマッチングではなく、
基本チェックリストを活用し、地域資源も含めた様々な資源か
ら支援している。

 自立支援型地域ケア会議を活用し、社会資源の開発、協
力機関（介護保険事業所等）の拡充に努めている。

介護予防ケアマネジメント

サービス事業
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令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度

65歳以上人口 112,311人 113,445人 114,053人 114,216人

高齢化率 27.97％ 28.4％ 28.7％ 28.8％

要支援認定者数 6,886人 6,994人 7,052人 6,885人

ケアプラン件数 47,230件 36,595件 48,425件 49,934件

65歳以上人口、要支援認定者数は10月1日現在、ケアプラン件数は4月～3月（1年分）の審査支払件数
令和元年度の要支援認定者数は年度末現在



介護予防事業の実績

介護予防事業
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名称 令和２年度 令和３年度 令和４年度

ノルディック・ウォーキング講座 (＊) 1,580人・84回 2,176人・148回 2,451人・134回

exeR9（エクサルク）教室
令和3年度～ひらかた夢かなえるエクササイズ教室

1,806人・236回 3,517人・253回 4,825人・251回

元気はつらつ健康づくり事業 107人・8回 335人・19回 722人・38回

地域元気づくり教室 54人・4回 0人・0回 153人・13回

ご近所運動教室 56人・14回 76人・22回 1,291人・131回

ここから介護予防教室 336人・24回 532人・42回 622人・35回

気軽に始めるおうちフィットネス ー ー 410人・39回

いくつになっても誰もが主役の介護
予防事業

ー ー
参加人数407人
延べ862人

＊くらわんかウオーカーズ初回講座含む。 ※ 令和元年度から、新型コロナウイルス感染予防のため講座・教室等の中止あり。



介護予防事業の実績

介護予防事業
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名称 令和２年度 令和３年度 令和４年度

高齢者健康づくりプロジェクト 0人・0回 83人・2回 56人・2回

ひらかた健活フェスタ 1,135人・1回 325人・1回 1,097人・1回

くらわんかウォーカーズウォーキング
フェスタ

ー ー 120人・1回

リハ職アセスメント事業 ー ー 12件

※ 令和元年度から、新型コロナウイルス感染予防のため講座・教室等の中止あり。

※令和２年度の健活フェスタは、商業連盟と連携し、「ひらかた健活フェスタ～ICTで繋がる・繋げる未来～」を開催。ICTの活用による
フレイル予防や「ひらかた夢かなえるエクササイズ」の普及・啓発を目的とした動画を協力店３カ所にて７日間放映



ひらかた元気くらわんか体操の実績

介護予防事業
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実施グループ数

平成27年度 6

平成28年度 59

平成29年度 178

平成30年度 192

令和元年度 295

令和２年度 301

令和３年度 301

令和４年度 292

週1回以上、集まって「ひらかた元気くらわ

んか体操」を取り入れた介護予防活動を

実践しているグループ数・40



ひらかた元気くらわんか体操の実績

介護予防事業
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名称 令和２年度 令和３年度 令和４年度

体操マスター教室 0人・0回 408人・21回 367人・25回

体操普及リーダー養成講座 134人・9回 120人・9回 172人・9回

体操普及リーダーフォローアップ講座 20人・1回 21人・1回 29人・1回

体操出前講座 26人・2回 4人・1回 107人・6回

体操スタート支援講座 0人・0回 0人・0回 12人・3回

体操継続支援講座 54人・7回 92人・9回 126人・11回

体操実践グループ交流会 ※ 57人・1回 25人・1回

※ 令和元年度から、新型コロナウイルス感染予防のため講座・教室等の中止あり



介護予防ポイント事業
（生き生きマイレージ）の実績

介護予防事業
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登録施設数

104か所（令和３年度102か所）

【内訳】
特別養護老人ホーム 21か所、デイサービス 49か所
グループホーム 13か所、介護老人保健施設 6か所
子ども食堂等 3か所、高齢者居場所 5か所
有料老人ホーム 6か所、障害生活介護（就労B） 1か所

サポーター登録者数 192人（令和３年度238人）

サポーター活動回数 574回（令和３年度321回）

平成30年度から「生きがい創造学園」のカリキュラムにサポーター養成講座を組み込み、講座修了者がサポーター

として活躍できる仕組みづくりを構築したが、令和元年度から新型コロナウイルス感染防止のため講座開催中止

令和２・３・４年度
は新型コロナウイル
ス感染拡大により、
活動回数が激減



高齢者居場所づくり事業の実績

その他一般事業
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延べ利用者数
61,680人
(令和３年度：33,775人)

実人数
2,823人
（令和３年度：2,691人）

延べ開催回数
5,216回
（令和３年度：3,156回）

登録数：110か所（令和３年度：111か所） 日常生活圏域 小学校区 件数

第1圏域 樟葉北、樟葉、樟葉南 ８

第2圏域 樟葉西、牧野 6

第3圏域 船橋、招提、平野、殿山第二 9

第4圏域 小倉、西牧野、殿山第一、磯島 10

第5圏域
高陵、交北、山田、山田東、中宮
北

９

第6圏域 桜丘、桜丘北、中宮、明倫 6

第7圏域 蹉跎、蹉跎西、蹉跎東、伊加賀 4

第8圏域 山之上、枚方、枚方第二 11

第9圏域 香陽、香里、開成、五常 10

第10圏域 春日、川越、東香里 13

第11圏域 菅原、西長尾、長尾 3

第12圏域 田口山、藤阪、菅原東 6

第13圏域 津田、津田南、氷室 15

平成
29年度

平成
30年度

令和
元年度

令和
２年度

登録数 51か所 101か所 116か所 116か所

延べ
利用者数

18,211人 82,010人 102,751人 31,788人

実人数 ― 5,312人 6,019人 2,605人

過年度



協議体の役割（イメージ図）
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制度の大枠を整備 ： 地域の取り組みへの柔軟な支援体制を整備
その他 （情報提供・交換、活動評価と支援 など）

第１層協議体

第２層協議体

各小学校区等のエリアでアプローチ
それぞれの取り組み方と独自性を尊重

心身の健康づくり
生活支援
見守り

集いと交流
参加と活動
地域貢献

サービス事業 介護予防事業 地域づくり

（元気づくり・地域づくり会議）



第１層協議体の構成団体

地縁組織（地域活動団体）

民生委員児童委員協議会、老人クラブ連合会

コミュニティ連絡協議会、校区福祉委員会協議会

職能団体等

介護支援専門員連絡協議会、デイサービス連絡協議会

訪問介護事業者会、通所・訪問リハビリテーション連絡協議会

特別養護老人ホーム施設長会、社会福祉協議会

関係主体等

シルバー人材センター、大阪高齢者生活協同組合

特定非営利活動法人ニッポン・アクティブライフ・クラブ枚方拠点

サービス事業 介護予防事業 地域づくり
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第１層協議体の内容
年月 内容

令和５ 年２ 月

介護予防・生活支援事業等の実績報告について
課題抽出シートの共有と検討について
摂南大学が行った枚方市高齢者居場所づくり事業 インタビュー調
査の報告について

令 和 ５ 年 3 月
第２層協議体事務局事務及び元気づくり・地域づくりコーディネー
ター事務委託契約について
地域課題の検討について

サービス事業 介護予防事業 地域づくり
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元気づくり・地域づくりプロジェクト

 元気づくり・地域づくり第２層協議体は、45の小学校区の

うち42校区で設置

【それぞれの地域での取組例】

 居場所づくりの推進

 支え合い・助け合い活動の創設

 体力測定やウォーキングなど校区全体イベントの開催など

介護予防事業 地域づくり

16

令和２年度及び３年度は新
型コロナウイルス感染拡大により、
大半の活動が延期や中止と
なった。



取組み実績（令和４年度報告抜粋）
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介護予防事業 地域づくり

校区 プラン内容 実施方法 備考

津田 高齢者居場所（ほっこりクラブ
津田・福寿会）の運営と「ほっ
こり新聞」の発行

ひらかた元気くらわんか体操の継続
ひなまつり作品展開催

菅原 体操の継続実施
いきいきサロンで高齢者の居場
所づくり
フレイル予防について周知

定期的なひらかた元気くらわんか体操の実施
いきいきサロンの実施は、コロナの感染状況に
よる
フレイル予防について、全戸配布

氷室 既存活動に元気づくり活動を
追加

既存活動の自粛が続く中、ひらかた元気くらわ
んか体操や自治会単位で「ノルディック健康体
操」として、ひらかた夢かなえるエクササイズに取
り組む

田口山 感染拡大予防の周知
コロナ禍における高齢者の健
康維持の推進

感染拡大予防のポスターの掲示
看護学生による講座実施、その他広報紙に
て情報提供

津田南 体力づくり・元気づくり活動の
実施

食堂や教室の開催は自粛
自治会単位で「ノルディック健康体操」として、
ひらかた夢かなえるエクササイズに取り組む



取組み実績（令和４年度報告抜粋）
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介護予防事業 地域づくり

校区 プラン内容 実施方法 備考

菅原東 コロナ禍における元気づくり・地
域づくり

家の中でできる脳活・体操のチラシを全戸配
布
くらわんかウォーカーズとしてノルディック・ウォーキ
ングに取り組む

藤阪 ひらかた元気くらわんか体操の
継続
生活支援員養成研修の開催

屋外（広場と集会所横）で月2回ずつ、ひら
かた元気くらわんか体操を実施
生活支援員養成研修を６月に開催

西長尾 ひらかた元気くらわんか体操、ノ
ルディックウオーキング、カーリン
コンを広め、元気な地域づくり

ひらかた元気くらわんか体操を継続、くらわんか
ウォーカーズとしてノルディック・ウォーキングを継
続
小学校体育館でのカーリンコンを継続

桜丘 ひらかた夢かなえるエクササイズ、
ノルディック・ウォーキングの啓発
高齢者向けスマートフォン講座
の開催

ひらかた夢かなえるエクササイズ体験を複数回
実施、ノルディック・ウオーキング活動と併せて
防災スポット巡り
高齢者向けスマートフォン講座の定期的な開
催

山田 世代間交流も含め「山田いき
いきウオーキング」の定期開催

新型コロナ感染拡大のため、開催は１度のみ
となった。



取組み実績（令和４年度報告抜粋）
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介護予防事業 地域づくり

校区 プラン内容 実施方法 備考

明倫 生活支援コーディネーターの活
動周知、宮ノサポの運営支援、
スマートフォン講座の開催、認
知症に関する講座の開催

商店街がコーディネーターという先進事例を活
かし、府や他市での事例発表
宮ノサポでノルディックポールの無料貸出と宮ノ
サポの運営支援
圏域内薬局でのスマートフォン講座の開催
圏域内医師による健康講座の開催

殿一 地域から声があった「人生会
議」に関する研修開催を検討

令和５年３月に司法書士を講師とした研修
会を開催

高陵 既存活動の充実 集会所にて、枚方警察と社会福祉協議会を
講師に「福祉大学」を開催。

交北 既存活動の充実 自治会や老人会などの様々な活動に体操等
を取り入れ元気づくり活動として承認し、情報
共有

中宮 助け合い活動（おたすけメイ
ト）の活動支援
元気づくり活動（体操、グラウ
ンドゴルフ）

困りごとを支援するボランティア制度の運営
体操とグラウンドゴルフの定期的な実施



取組み実績（令和４年度報告抜粋）
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介護予防事業 地域づくり

校区 プラン内容 実施方法 備考

小倉 高齢者居場所の運営
「歩こう会」の開催

集会所での高齢者居場所等の実施（感染
拡大期等は除く）
「歩こう会」を４年ぶりに開催

磯島 「歩こう会」の開催、看護学生
による健康講座開催

一部の活動は、感染拡大期等により中止
（「歩こう会」は11月予定も雨天中止）

桜丘北 ノルディック・ウォーキングの啓発
高齢者向けスマートフォン講座
の開催
交流の場としてイベント開催

「くらわんかウオーカーズ」の普及啓発
高齢者向けスマートフォン講座の開催
世代間交流イベントの開催

中宮北 既存活動に介護予防を追加 ふれあいサロン等の既存活動に介護予防の
講座等をあわせて実施（緊急事態宣言中
等は除く）

山田東 コロナ禍における活動検討
既存活動の充実

新型コロナ感染拡大のため元気づくり・地域づ
くり活動は自粛
老人会の既存活動を共有
ふれあいサロンにて弁護士による「終活」講座
小学校にて「一緒に遊ぼう会」（昔遊びで多
世代交流）



取組み実績（令和４年度報告抜粋）
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介護予防事業 地域づくり

校区 プラン内容 実施方法 備考

枚方 うたごえサロン、歴史散策の開
催

月1回「うたごえサロン」を開催（コロナ禍によ
り一部中止あり）と歴史散策のウォーキングイ
ベント開催

枚二 高齢者居場所づくり（枚二み
つば）の実践

3か所で3つの取組みで開催している居場所
は、コロナ対策のため全回中止
月１回枚二ふくし寄席を開き、福祉に関する
話を聞き、落語で笑って過ごす時間を作る。

蹉跎 既存活動の充実
ひらかた夢かなえるエクササイズ
（オンライン教室）のサテライ
ト会場として取り組み継続

自治会や老人会の既存活動を共有し、意見
交換。サロン活動など行事はコロナで中止。
ひらかた夢かなえるエクササイズ（オンライン教
室）のサテライト会場（２会場・各月２
回）として取り組み継続

香里 老人会等での体操の導入、青
パトでの見守り、居場所の運
営

活動時に「ひらかた元気くらわんか体操」を実
施、青パトを活用した高齢者見守り活動、居
場所ほっとカフェの運営、特定健診のチラシを
全戸配布

開成 校区全体イベント（開成げん
き喫茶、グラウンドゴルフ、モルッ
ク、ボッチャ等）に取り組む

開成げんき喫茶での交流、モルック、ボッチャ教
室を実施
グラウンドゴルフ大会はコロナ感染拡大で中止
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介護予防事業 地域づくり

校区 プラン内容 実施方法 備考

春日 各自治会の取組み内容の把
握と課題の検討
コロナ禍における高齢者の健
康維持の推進

取組みに参加して、実施内容と課題を把握
グラウンドゴルフの実施、看護学生による講座
実施

山之上 介護予防支援センターの開催 感染状況により、開催場所・人数を絞って定
期開催

香陽 おたすけメイトの運営と元気づく
り教室の運営援助

困りごとを支援するボランティア制度の運営と
教室開催による介護予防グループづくり

蹉跎西 元気づくり体操に加え、モルック
等の軽スポーツやノルディックウ
オーキングに取り組む

ひらかた元気くらわんか体操、モルック等の軽ス
ポーツやノルディックウオーキング（ポールの貸
出あり）、看護学生による脳トレ等を実施

川越 地域サロンで「ひらかた元気くら
わんか体操」を実施

地域サロンは、7か所で毎月開催（分割開
催を取りやめ、従前に戻したもの）。
歩こう会、夏祭り等実施
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介護予防事業 地域づくり

校区 プラン内容 実施方法 備考

蹉跎東 既存活動の充実 地域交流として「高齢者との集い」（10月）、
グラウンドゴルフ大会（３月）開催。

東香里 高齢者居場所でひらかた元気
くらわんか体操の実施

月2回開催している「Vタイム」（高齢者居場
所）内で体操を実施、Ｖタイムの運営支援

伊加賀 既存活動に運動をプラス ふれあい交流会や世代間交流など、他の活
動時にも運動や体操を取り入れて実施

殿二 元気づくり事業と地域づくり事
業の実施

黄金世代のグランドチャンピオン表彰の実施
地域の大学と連携した通いの場の実施
高齢者の外出機会の確保と、コロナ禍で激減
した「思い出」となる事業として「殿山第二小
学校創立150周年記念高齢者の集い」開催
消費者被害拡大防止のため、見守り活動従
事者による啓発
生活困窮世帯からの夜間・休日の支援要請
に対する食料品等の提供体制の構築継続
高齢者への住宅火災警報器等の配付

樟葉 高齢者居場所の運営 ４か所目の高齢者居場所開設に向け、定期
的な（月１回程度の）活動を開始
３か所目の高齢者居場所開設に向け、定期
的な（月１回程度の）活動を継続
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介護予防事業 地域づくり

校区 プラン内容 実施方法 備考

招提 まちなかカフェの運営、医療等
との情報交換体制の構築
世代間交流も含め「歩こう会」
の開催

「まちなかカフェ」（3か所で各々月1回）の運
営とイベントはコロナにより開催中止
コロナ禍でも取り組みやすい屋外での活動とし
て、「みんなで歩こう会」実施

樟葉南 高齢者居場所の活動支援
ノルディックウォーキング、ボッ
チャ等の推進

居場所での感染症予防対策の情報交換、
居場所活動休止中の参加者の健康確認、
移動支援として椅子を置く活動の検討

樟葉西 喫茶・カフェ等の活動支援とく
ず西ポイント事業の実施
生活困窮世帯の支援及び高
齢者の社会参加・役割獲得

喫茶やカフェ等の活動を支援し、健康づくりの
ためのくず西ポイント事業を継続実施
商店と提携し、フードロス対策の一環として生
活困窮世帯への食料配付を行う。65歳以上
の住民をボランティアとして募り、社会参加・役
割の獲得につなげる。

西牧野 高齢者居場所の運営支援
校区祭りにて、地域の交流を
図るとともに体力測定を行う
（現状把握及び意欲向上）。

高齢者居場所の開催再開（感染拡大期は
活動自粛）。
校区祭りにて、ふれあい動物園、健康チェック
及びモルック並びにボッチャの体験を行った。

樟葉北 高齢者居場所の実施と健康
づくり活動の推進

高齢者居場所の実施と集会所を活用した通
いの場を開催。新たな通いの場を設置。
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介護予防事業 地域づくり

校区 プラン内容 実施方法 備考

船橋 グラウンドゴルフとカーリンコンの
活動支援

毎週実施しているグラウンドゴルフの活動と月
1回小学校体育館で実施しているカーリンコン
の活動を支援（感染拡大期等中止）
元気づくりサロン活動（２か所）を毎月定例
で実施
くらわんかウォーカーズの活動継続の支援

平野 スポーツ以外の機会をつくる くらわんかウォーカーズの活動継続の支援
小学校で定期的に実施していたグラウンドゴル
フとカーリンコンを再開
認知症サポーター養成講座実施



元気づくり・地域づくりプロジェクトなど

就労・起業支援 活動・仲間づくり 居場所づくり（参加）

枚方市生活支援員養成研修

生活援助訪問事業 活動移動支援事業

介護予防ポイント事業（生き生きマイレージ）

地域元気づくり教室

様々な事業の見直しや創設により、高齢者がいきいきと活動できる仕組みを創る。

例）

ひらかた元気くらわんか体操
ノルディック・ウォーキング （介護予防の取組み）
ひらかた夢かなえるエクササイズ

いきいきと活動できる仕組みづくり

地域づくり介護予防事業

高齢者居場所づくり事業

26

事業の見直しや
創設等



介護事業所
医療機関

福祉行政保健行政

地域包括支援センター（高齢者サポートセンター）

活動

地域貢献

交流

見守り

生活支援

健康づくり

地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ

社会福祉協議会
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